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「受
援
計
画
」の
策
定
を

［
と
く
お
］
大
規
模
災
害
時
に
は
、
避

難
所
の
運
営
や
支
援
物
資
の
仕
分
け
な

ど
、
重
要
な
業
務
を
自
治
体
が
担
わ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
同
時
に
、
継
続

す
る
通
常
業
務
に
も
対
応
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

大
規
模
災
害
発
生
後
に
実
施
す
べ
き

業
務
を
適
切
に
行
う
た
め
に
は
、
外
部

か
ら
の
応
援
が
必
要
で
す
。
他
の
自
治

体
や
関
係
機
関
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど

多
方
面
か
ら
の
応
援
を
最
大
限
に
活
か

す
た
め
に
、
支
援
を
要
す
る
業
務
や
、

受
入
体
制
を
定
め
る
『
受
援
計
画
』
の

策
定
が
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

企
業
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
に
よ
り
、

さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
支
援
が
行
わ
れ
、

大
き
な
役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。
一
方

で
被
災
自
治
体
の
受
援
体
制
が
十
分
に

整
備
さ
れ
て
お
ら
ず
、
多
く
の
混
乱
が

見
ら
れ
た
と
の
報
告
が
あ
り
ま
す
。

受
援
計
画
の
必
要
性
、
重
要
性
は
認

識
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
業
務
継
続
計

画
の
策
定
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
業

務
継
続
計
画
と
受
援
計
画
は
関
係
す
る

部
分
が
多
く
あ
り
ま
す
。
な
る
べ
く
早

い
時
期
に
策
定
し
ま
す
。

「災
害
ご
み
処
理
計
画
」を
策
定

［
と
く
お
］
大
規
模

災
害
時
に
は
、
建
物

等
被
害
か
ら
の
瓦
れ

き
な
ど
、
平
常
時
と

は
異
な
る
膨
大
な
量

の
災
害
廃
棄
物
が
発

生
し
ま
す
。

廃
棄
物
処
理
能
力

を
計
算
す
る
こ
と
や
、
災
害
発
生
後
の

廃
棄
物
の
仮
置
き
場
、
処
理
が
必
要
な

廃
棄
物
の
暫
定
推
計
量
の
試
算
な
ど
、

災
害
廃
棄
物
処
理
に
関
し
て
具
体
的
か

つ
実
効
性
の
あ
る
対
策
を
事
前
に
講
じ

て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
『
災
害
ご

み
処
理
計
画
』
の
策
定
が
必
要
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

［
市
民
環
境
部
長
］
多
発
し
て
い
る
大

規
模
災
害
が
本
市
で
発
生
し
た
場
合
、

災
害
廃
棄
物
の
処
理
な
ど
を
市
単
独
で

対
応
す
る
に
は
限
界
が
あ
り
ま
す
。
事

前
に
周
辺
自
治
体
や
民
間
事
業
者
等
と

協
議
し
十
分
な
対
策
を
講
じ
て
お
く
こ

と
が
重
要
で
す
。

現
在
、
山
形
県
は
『
災
害
廃
棄
物
処

理
計
画
』
の
策
定
作
業
を
進
め
て
い
ま

す
。
迅
速
に
災
害
廃
棄
物
の
収
集
運
搬

や
処
理
な
ど
を
行
う
た
め
に
、
県
の
計

画
及
び
地
域
防
災
計
画
と
の
整
合
性
を

図
り
な
が
ら
、
計
画
策
定
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

防
災
対
策
の
強
化
な
ど
を
一
般
質
問

９
月
議
会

９
月
定
例
会
（
議
会
）
に
お
い
て
、
「
防
災
対
策
の
強
化
」
「
ご
み
の
減
量

化
に
向
け
て
」
「
公
立
小
中
学
校
の
教
員
の
労
働
実
態
等
」
の
3
点
に
つ
い
て

一
般
質
問
し
、
多
く
の
提
案
・
提
言
を
行
い
ま
し
た
。

議
案
は
す
べ
て
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。
ま
た
、
「

地
方
財
政
の
充

実
・
強
化
を
求
め
る
意
見
書
」
「
平
成
３
０
年
産
以
降
の
米
政
策
の
見
直
し
に

関
す
る
意
見
書
」
「
全
国
森
林
環
境
税
の
創
設
に
関
す
る
意
見
書
」
な
ど
を
可

決
し
、
国
に
意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

［
市
民
環
境
部
長
］
昨
年
の
熊
本
地
震

や
一
昨
年
の
関
東
東
北
豪
雨
等
の
大
規

模
災
害
で
は
、
被
災
地
外
の
自
治
体
や
、



向
上
が
必
要
で
す
。

生
活
水
準
の
向
上
や
産
業
構
造
の
変
化
に
よ

り
、
ご
み
の
種
類
や
材
質
は
多
様
化
し
て
い
ま

す
。
そ
れ
に
対
応
し
た
収
集
体
系
の
確
立
と
、

資
源
化
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

豊
か
な
美
し
い
自
然
を
次
世
代
に
引
き
継
ぐ

た
め
に
、
地

球
上
の
限
り

あ
る
資
源
を

有
効
に
活
用
し
、
浪
費
を
避
け
、
最
大
限
リ
サ

イ
ク
ル
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
私
た
ち
の

生
活
は
、
一
人
ひ
と
り
が
ご
み

問
題
を
意
識
し
て
、
環
境
に
配

慮
し
た
生
活
や
行
動
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
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教
員
の
長
時
間
労
働
解
消
に
向
け
て

「ごみの排出量」を考える

我妻とくお 一般質問から

どうだべなぁ

ご
み
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
進
め
よ
う
！

毎日更新中！

議員活動を全て公開

http://

www3.omn.ne.jp/~waga1308/

［
と
く
お
］
昨
年
実
施
さ
れ
た
公

立
小
・
中
学
校
教
員
の
勤
務
実
態

調
査
に
よ
り
ま
す
と
、
全
国
の
小

学
校
の
約
３
割
、
中
学
校
の
約
６

割
の
教
員
が
、
過
労
死
ラ
イ
ン
の

週
20
時
間
以
上
の
残
業
を
し
て
い

る
と
の
結
果
が
出
て
い
ま
す
。
本

市
の
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
で

し
ょ
う
か
。

２
０
１
６
年
度
の
ご
み
の
総
排
出
量
は
、
２

６
，
７
６
２
ｔ
で
、
１
人
１
日
当
た
り
の
ご
み

排
出
量
は
８
８
３
ｇ
で
す
。
資
源
化
量
は
３
，

２
４
１
ｔ
で
、
リ
サ
イ
ク
ル
率
は
１
２
．
１
％

で
す
。
リ
サ
イ
ク
ル
率
は
県
内
で
も
下
位
に
位

置
し
、
鮭
川
村
の
５
０
．
８
％
と
比
較
す
る
と

大
き
く
遅
れ

て
い
ま
す
。

２
０
１
２

年
度
以
降
、
ご
み
の
総
排
出
量
と
１
人
１
日
当

た
り
の
ご
み
排
出
量
は
、
順
調
に
減
少
し
て
い

ま
す
。
一
方
で
、
資
源
化
量
及
び
リ
サ
イ
ク
ル

率
も
ご
み
排
出
量
と
と
も
に
低
下
し
て
い
ま
す
。

資
源
化
を
一
層
推
進
す
る
た
め
に
、
多
く
の
割

合
を
占
め
る
可
燃
性
ご
み
の
リ
サ
イ
ク
ル
率
の

状
況
で
す
。
教
職
員
の
健
康
問
題

も
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
各
学
校

の
状
況
や
教
員
の
働
き
方
な
ど
、

実
態
に
応
じ
た
対
応
を
行
う
よ
う

に
指
導
し
ま
す
。
勤
務
時
間
の
把

握
に
タ
イ
ム
カ
ー
ド
な
ど
の
導
入

も
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

［
教
育
長
］
本
市
で
は
、
出
退
勤

時
刻
表
を
使
っ
て
教
員
の
労
働
時

間
の
把
握
と
管
理
を
行
っ
て
い
ま

す
。
本
市
で
も
全
国
調
査
と
同
様

に
教
員
が
長
時
間
労
働
し
て
い
る

▼
衆
院
選
の
結
果
を
ど
う
見
て
、
今

後
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
べ
き
だ
ろ

う
か
。
政
権
へ
の
不
支
持
が
広
が
っ

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
野
党
分

裂
の
結
果
、
与
党
は
３
分
の
２
の
議

席
を
獲
得
し
た
▼
安
倍
首
相
は
選
挙

後
に
「
党
内
で
議
論
を
深
め
、
憲
法

審
査
会
に
党
の
案
を
提
出
し
た
い
。

与
野
党
を
問
わ
ず
幅
広
く
合
意
を
形

成
す
る
た
め
に
努
力
し
た
い
」
と
し

て
、
改
憲
へ
強
い
意
欲
を
示
し
た
。

自
民
党
は
今
回
の
選
挙
で
、
初
め
て

党
の
主
な
公
約
に
改
憲
を
明
記
し
た

▼
２
０
１
５
年
に
は
、
集
団
的
自
衛

権
の
行
使
を
可
能
に
す
る
安
保
関
連

法
を
作
り
、
今
度
は
、
平
和
憲
法
第

9
条
に
、
自
衛
隊
の
存
在
を
明
示
す

る
改
憲
案
を
公
言
し
た
▼
ど
ん
な
名

目
で
あ
っ
て
も
、
戦
争
は
や
っ
て
は

い
け
な
い
。
良
い
戦
争
な
ど
決
し
て

な
い
。
平
和
が
一
番
！

（
渓
）

民
生
常
任
委
員
会
行
政
視
察

民
生
常
任
委
員
会
は
、

地
域
医
療
、
病
院
建

替
え
の
先
進
事
例
を

視
察
し
て
き
ま
し
た
。

◆
栃
木
県
／
小
山
市

「
地
域
医
療
を
守
る
取
り
組
み
」

◆
岐
阜
県
／
下
呂
市

「
下
呂
市
立
金
山
病
院
の
建
設
経
過

と
施
設
概
要
」

◆
三
重
県
／
桑
名
市

「
桑
名
市
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
の
地

方
独
立
行
政
法
人
化
へ
の
経
緯
」

◆
愛
知
県
／
東
海
市

「
い
き
い
き
元
気
推
進
事
業
」


